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１.はじめに
　飽食の時代、欲しいものがすぐに手に入る時代、と叫ばれて久しい。これは、日本が豊かであることの
証しととらえる人も多くいるであろう。中学生の生活に目を向けてみても、携帯電話、テレビ、ビデオ
（DVD）、パソコン、ゲーム機器やソフトなど、様々な高価なモノを所有している生徒が多くいる。さらに、
近年では、机上に電子辞書を携行しながら授業に臨み、活用している生徒の姿が目立つようになったこと
も豊かさの象徴であろう。反面、シャープペンシル、消しゴム、筆箱、下敷きといった学用品は、連日、
落とし物として届けられ、受け取りにくる生徒は皆無に近い実態がある。その背景には、安価なものはな
くなったら買えばいい、という安直な考えがあるのではないだろうか。これも豊かさの象徴であるとは、
到底思うことはできない。中学生の「消費に対する考え方」「モノの扱い方」を改めて見直す必要がある
と考えている。モノ自体に生命はないが、全てのモノには、創った人・売る人の思いや魂が込められ、そ
して、お金を仲立ちとして我々の手元に届いている。このことを理解しながら、合理的な意思決定や公正
な判断力をもち、消費活動を行うことが賢い消費者としての原点である。その中で、家庭・学校・地域が、
更に連携を図り、賢い消費者となるために、金融教育を推進していくことは時代の要請であるととらえて
いる。
　中学生は、お金を「使う（消費する）」という視点でとらえがちである。お金は本来、「手に入れる」「貯める」
「増やす」「借りる」「払う」「運用する」などといった様々な用途があり、その根幹には、「お金は大切な
ものだ」「お金と上手に付き合うべきだ」という大前提があるべきである。そのためにも、お金を稼ぐこ
との意義や価値を実感したり、生産者の苦労や思いを共感的に理解したりする経験が必要である。日常の
生活を通して、これらの経験や体験を積むことで、お金やモノに対する生徒の意識や向き合い方は変容し、
お金を大切に扱うようになることを期待している。
　本実践では、中学校 1年生を対象に、発達段階を考慮しながら、調査活動や体験的な活動などを実施し、
地域経済を担う一員や賢い消費者としての在り方を追究したり、地域経済の活性化の意義を実感したりす
る単元を構成した。そして、生徒の姿や学びの様子から、金融教育における本実践の有効性を検証してい
くこととする。

２.本実践における「金融教育」のとらえ
　金融広報中央委員会「金融教育ガイドブック」において、「金融教育 *1」は、金銭教育的な視点、経済教育
的な視点、経済学教育的な視点、生活設計的な視点、投資教育的な視点、狭義の消費者教育的な視点、キャリ
ア教育的な視点などを含むもの、さらには法教育、環境教育とも関連するものとし、広くとらえている。そして、
生徒が社会人として健全に成長することを念頭において行われるべきだ、と提案している。つまり、21世紀を
生きる生徒にとって必要となる資質を養うための「金融教育」であるといえる。そして、「金融教育」の推進は
時代の要請であると考える。
　これまでも、キャリア教育や金銭教育などは、学校現場において主に社会科や家庭科などの教科を中心に実
践されてきた。しかし、それぞれの実践を、教師自身が「金融教育」ととらえずに行っていたのではないだろうか。
「金融教育」という概念自体が広く認識されていない、一人の教師のみの実践にとどまり共通理解が図られてい
ない、という実態があるといえる。今後、教科において一人の教師が取り組む実践から、教師全体が「金融教育」
に取り組む形へと発展することを望む。そのためにも、「金融教育」の概念を体系化し、教えるべきことや学ば
せたいこと、それにかかわる技能などを教師が明確にもって授業に臨むこと、系統だった計画を立て実践するこ
と、「総合的な学習の時間」を活用すること、を提案したい。

*1：「金融教育ガイドブック―学校における実践事例集―」P.8～ 9参照　金融広報中央委員会
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　本実践は、総合的な学習の時間と社会科を一体とした「総合社会科 *2」において、下記のような単元を構成し、
当校１年生 (119名 )に実施した。なお、地理的分野「身近な地域」や「都道府県の調査」（新潟県）と関連さ
せることで、全30時間の単元が可能となった。また、本実践においては、金融教育の中でも、特に経済学教育
的な視点、消費者教育的な視点、キャリア教育的な視点を学びの中核に据え、実践に当たった。

【表１】学びの流れ

　本実践の学びを通して、生徒が身に付ける知識、援用する概念、活用するスキルを下記の【表２】のように
分類した。それぞれの学びにおいて、獲得する知識などを明確に位置付けることで、教師による生徒のみとりを
確実にするとともに、授業における目標、ねらいを明確にもち、実践に当たることができた。

【表２】内容知・方法知の分類

内容知 方法知・スキル

＜経済・経済学の概念＞
ｏ希少性
ｏ市場経済と地域経済
ｏコストダウン
ｏマーケティング
ｏトレードオフ 
ｏ失業、倒産、景気、所得
ｏ利潤、利益、在庫
ｏ薄利多売
ｏ地域マネー、地域通貨
ｏインフレ、デフレ
ｏ消費、消費者 

＜社会科における知識・理解＞
ｏ地図の特性（方位、縮尺、等高線、
地形図、地図記号など）

ｏ地域の歴史・文化・風土
ｏ上越市・新潟県の概要
ｏ地方公共団体の仕組み 
ｏ行政の仕事
ｏ流通、商業、需要と供給、小売り、
生産の仕組み
ｏ少子高齢化、バリアフリー
ｏ地方交付税交付金
ｏまちづくり、条例

ｏ地図の比較の仕方
ｏ発表の仕方
ｏ写真の見方
ｏ統計資料・グラフの活用の仕方
ｏメモの取り方
ｏインターネット、ウェブページ活用
の仕方
ｏレポートのまとめ方
ｏフィールドワークの仕方
ｏ聞き取り調査の仕方
ｏ意見交換、提案の仕方
ｏ自己評価の仕方

３.実践の概要（生徒の学びの様子から）
　本実践は、当校１年生を対象に行ったものである。事前の実態調査から、小学校での経済や金融にかかわる
学習としては、主に地域で働く人を調査したり、インタビューしたりしたものが大半であった。総合的な学習の
時間においても、地域の特色や産業・歴史について調べるものが中心であった。キャリア教育との関連を図るも
のが多く、その学び自体を金融教育の一環としてとらえてはいなかった。したがって本実践が、初めて経済とい
う視点で学ぶことになる。そこで、発達段階や生徒の興味・関心を考慮し、身近な生活に即した地域の商店街

*2：2004年度より、文部科学省の研究開発学校の指定を受け、総合的な学習の時間と教科を一体とした再編教科に取り組んでいる。

②【地元商店街の昔と今の比較】
・写真から
・統計から

①【地図の読み方の基礎】
・方位・縮尺
・地図記号など

③【地元商店街のフィールドワーク】
・商店街が抱える課題を発見する
・地域経済の課題を発見する
④【地元商店街で聞き取り調査】
・商店街の課題を再認識する
・地域経済の課題を再認識する

⑤【県・全国の商店街の傾向の比較】

⑥【地域経済活性化のための取り組みを
ウェブページで調査する】

・地元商店街の取り組み
・自治体の取り組み（市役所）
・国の取り組み
  （がんばる商店街77選）

⑦【地域経済活性化に取り組む人の講
演会】

・振興組合と行政

⑧【親子での話し合い】

⑨【地域経済活性化のための追究活動】

⑪【地域経済を担う一員としての在り方を論
説文にまとめる】 

⑫【おかねの作文コンクール応募】

⑩【商店街の人とタウンミーティング】
・グループによる提案
・振興組合、　行政と意見交換 

※　  地理・金融の共通であり　  は地理的分野　  は金融教育として位置付ける　
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から地域経済や消費について考えさせることとした。
　なお、ここでは、単元において中核を成した学びを中心に記述する。下記の内容以外にも、経済や経済学の
概念を援用しながら学びを進めたが、本稿では割愛する。

（１）地域を歩くことで、地域経済の課題を探る
　これまで、単元や授業を構想するとき、学習指導要領を意識し、単元の目標やねらいを設定した。そして、目
標やねらいを達成するために、具体的な手だてを決定し、評価規準を設定してきた。それに準じて、資料やワー
クシート、体験的な活動の準備を行うという手順で進めてきた。本実践でも、同様の方法を講じて、実践へと移っ
た。初めての金融教育となるため、特にあらゆる学びで、生徒の発想や感じ方を重要視した。時には，こちらの
予想を超えた生徒の発想に出会うこともあった。
　まず、これからの実践に必要となるインタビューの仕方、メモのまとめ方、地図の見方などの方法知を身に付
けた後、地元の商店街 *3でフィールドワークを行った。平日の昼過ぎに商店街を歩くことは生徒にとってほとん
どない。あらかじめ、フィールドワークの視点を、「地元商店街の課題と工夫を探る」と説明した後、フィールドワー
クを実施した。生徒は、気付いたことや発見したことを自由にまとめた（添付資料１）。主な生徒の発見は、以下
のようなものであった。

【表３】工夫・課題例

発見した工夫 発見した課題

・防犯灯がある　　　　
・銀行や信用金庫が多い
・点字ブロックがある　
・有料駐車場が多い
・特産物、オリジナル製品が多い
・店が入りやすいように奥まで見える
・飲食店が多い　　　　
・集える場所がある
・音楽が商店街全体に流れている
・ポイントカード加盟店が表示してある　など

・閉店、貸店舗、売却、シャッターを下ろしている店が多い
・路上駐車が多い
・人通りが少ない　　
・若者向けの店が少ない
・駐車場が利用されていない
・公衆トイレや公衆電話がない
・閉店時間が早い　　
・高齢者が歩きづらい
・どこにどんな店があるか分からない　など

　これらの工夫や課題を整理・分類し、学級で発表会を行った。これにより、自分たちが気付かなかった視点
を学級の仲間と共有した。さらに意見交換を行い、地元商店街が抱える課題を克服したり、改善したりするため
の工夫を話し合った。生徒の視点で浮き彫りとなった課題について、地元商店街でも何らかの対応や工夫を店
独自に、または商店街全体で行っていることに気付いた。しかし、なぜ人通りが少ないのか、という新たな疑問
が生まれた。そこで、自分たちが気付かない別の課題があるのではないか、という新たな視点に立ち、再度、聞
き取り調査を地元商店街で行い、ワークシートにまとめた（添付資料２）。この調査から、多くの人は、郊外に
ある大型ショッピングセンターで買い物をしている実態をつかんだ。そして、「消費」という視点に立ったとき、人々
は「利便性」や「立地条件」に大きく左右され、そこに足を運ぶことに気付いていった。また、大型ショッピン
グセンターの商品のほとんどは、全国どこでも手に入るものが多く、オリジナルの商品や地元ならではの商品を
置く地元商店街との特色の違いを生徒は発見した。消費者という視点から、「利便性」「立地条件」と「オリジナ
リティ」という対立したキーワードを自分たちで発見したことは大きな成果であった。

*3：新潟県上越市にある高田本町商店街（3丁目～5丁目）を指す。雁木が連なる商店街で、かつては上越市の中心市街地であった。
なお、本稿では、「地元商店街」と表記する。
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（２）地域経済の視点から、全国の商店街と比較する
　地域で発見した経済における課題を、地域の課題ととらえるか、日本経済の課題ととらえるか見極めるために、
ウェブページを活用した。地元商店街を全国の商店街と比較するというテーマを生徒に示し、ワークシート（添
付資料３）を用意し、調べ学習を行った。
　まず、地元商店街のウェブページから、活性化のための取り組みをまとめ、その後、全国の商店街のウェ
ブページにアクセスした。この調査から、何人かの生徒は、経済産業省が発表した「がんばる商店街 77選」
の情報を収集し、比較を行った。このページを全体に紹介し、「地元商店街に取り入れたい取り組み」につ
いて話し合った。そして、生徒の支持の多かった９つの商店街の活動を元に、さらにランキングを行った。
この活動から、「商業」を具体的に理解し、地域経済・商業活動の活性化のためには、まちづくりが重要な
視点であることに気付いていった。
　また、閣議決定された「地域再生基本方針 *4」や市役所の産業振興課による商店街のイベントなどの情報を
収集し、地域経済に行政も大きく関わっていること、地元商店街が抱える課題は日本の多くの商店街も同様の課
題であることを具体的に理解した。
　以下は、生徒の振り返りである。

○ 「がんばる商店街77選」に選ばれている商店街と地元商店街の取り組みに大きな差はないと思う。地元
商店街も様々な工夫や努力をしているんだなぁ、と思った。どんな工夫でも、お客さんに喜んでもらおう
として行っているのが分かった。（Ａ男）

○ 商品を売るのに大事なことは、いい商品を置くことだけではいけないと思った。店の雰囲気やサービスな
ども大切だと思った。雰囲気やサービスにはお金がかからないので、ここを工夫することが売り上げを伸
ばす秘訣だと思う。 （Ｂ男）

○ インターネットで調べてみて、内閣や市役所も地域の経済の活性化のために働いていることが分かった。
国や市役所が地域経済を考えているけど、私自身、ほとんど地元商店街のことを考えたり、利用したりす
ることがなく、あらためて考えさせられた。  （Ｃ子）

○ 売り上げを伸ばすためには、立地条件や便利さの影響が大きいと思った。でも、他の所に大きなショッピン
グセンターができたら、今のショッピングセンターも人が減ってしまうのではないだろうか。ものを買うとき
は、目的に合った買い物をすれば、どこも売り上げが確保できるし、閉店しなくて済むと思った。（Ｄ男）

（３）地域に学ぶ--地域経済活性化への取り組み--
　ここまでは、あくまで消費者側の視点から学びを深めてきた。ここに、異なる視点や違った視点からの学びを
組み込むことで、生徒の思考は更に深まると考えた。そこで、生産者・小売業者の視点、保護者の視点を構想した。
　まず、シャッターを下ろす店舗が増加している地元商店街で商売を営む方からの講演を聞いた。本物に出会い、
そこから学ぶことは生徒の学びへの意欲を高めるとともに、より具体的な生きた話を聞くことができる。数回に
渡る事前の打ち合わせを行い、これからの地域経済を担う生徒に、地元商店街の抱える課題や苦労など、本音
の部分を聞かせたいという点を依頼した。この講演では、地元商店街の20年後、30年後を見越していくことの
重要性を聞いた。多くの仲間が、この商店街を去っていったこと、貸店舗の開店・閉店のサイクルが早くなっていっ
ていること、後継者がいないこと、商業の基本は人が集うまちづくりであること、など様々な話を聞いた。さらに、
自分の店の売り上げ以上に、商店街全体のことを考えている姿に触れ、生徒も切実感を高めていた。そして、こ
れからの金融、経済を考えていくときに、少子化・高齢化がキーワードになってくることを生徒は実感していった。
　次に、地元商店街活性化・地域経済活性化のためにどうすべきか、をテーマに家庭で親子の話し合いの活動

*4：平成18年 2月17日閣議決定。地域再生・地域の活力増進のための基本的な方針を定めたもの。
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を取り入れた。地元に生まれ、地元で育った保護者からも、以前は毎日のように利用していた商店街も、社会
の変化や車社会への移行に伴い、消費活動に利便性を求めている、との感想をもらった。これにより、地元商
店街の長所・短所、大型ショッピングセンターの長所・短所が生徒の中で明確になった。家庭での話し合い後、
その様子を学級の仲間と話し合った（添付資料４）。その後、地域経済活性化に向けて、各自で課題を設定し追
究活動を行った。その成果を基に地元商店街や地域の方とタウンミーティングとして、提案を行うこととした。

（４）タウンミーティングを開催する--地域と語る・地域に提案--
　自分たちの学びの成果や提案を当事者に提案することで、地域経済を担う一員としての自覚や意欲を高める
ことをねらいとして、地元商店街振興組合の代表の方や市役所産業振興課職員とタウンミーティングを行った。
生徒は、これまでの学びから、地域経済の発展はまちづくり、という理念に基づいた提案を行った。地域の歴史
や風土を生かしたイベントや地域通貨・地域マネーの導入、高齢者が安全に買い物ができる取り組み、若者が
集う商店街、空き店舗を利用した商店街、各店舗に100円均一コーナーを設置など、様々な提案（添付資料５）
を地域に投げ掛けた。ここでの成果は、地元商店街振興組合の方や市役所産業振興課の方から、「是非、取り
入れてみたい」や「参考になった」というコメントをもらったことである。これにより、自分たちの提案も地域や
社会が受け入れてくれるという民主主義の理念を実感できたことと、何よりも金融や経済について、更に関心を
深めたことである。
　また、「これまで、便利さや手軽さばかりを条件に買い物をしてきたけど、地元商店街の人たちの思いや願い
を知ったことで、自分の消費活動を見直すきっかけになった。その背景にいる人の思いを考えながら、ものを大
切にしたいと思った。買う方も売る方も豊かになるために、しっかり考えていこうと思う」などといった生徒の振
り返りが見られた。

（５）学びのまとめを論説文にまとめる
  単元の終末は、学びを振り返りながら、自分の考えやこれからの自分の在り方を論説文にまとめることとして
いる。本実践では、「地元商店街の活性化は可能か」または、「地域経済の活性化のためにできることは何か」
のいずれかのテーマを選択し、自分の考えをまとめさせた。この活動は、生徒が学びを通してどんなことを身に
付けたか、テーマについて、自分の在り方やこれからの生き方をどのように合理的に意思決定しているかをみと
るためのものである。多くの生徒がこの論説文において、「これまでの自分の消費の在り方を見直す契機となった」
や「地元商店街の人の販売への努力や苦労を学び、商品に対する見方や扱い方を改めなくてはならない」など
の記述が見られた。生徒の記述から、これまで何気なく行っていた消費活動が、自分なりの考えや視点をもって
判断したり、意思決定したりしようとする意識の芽生えを見て取ることができた。
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　以下は、生徒の論説文の一部である。

○ ･･･（前略）地元商店街には地元商店街のよさがあるし、大型ショッピングセンターには大型ショッピング
センターのよさがあることが分かった。特に、地元商店街には今まで気付かなかった工夫や努力があるこ
とを知って、参考になった。塾に行くときに商店街をよく通るけど、いろんな工夫があることを知って、歩
くのが楽しくなった。商店街では、高齢者の人が買い物をしていた。高齢者の人は、車で買い物に行くの
は無理だから、商店街はもっと高齢者向けの安い商品を置いたり、重い荷物用の宅配サービスをすると、
もっとにぎわうと思った。（Ｅ男）

○ 私はやっぱり、郊外のショッピングセンターで買い物をすると思います。理由は、やっぱり便利だし、一
度にいろいろなものが買えるからです。それに、ゆっくり買い物もできるし、持ち運びも便利だからです。
でも、地元商店街の人の温かさやいろいろな工夫を知って、もっと商品を大事に扱うようにしたいと思
います。 （Ｆ子）

４.実践における学習効果の検討
　本実践の特色として、①身近で生徒が関心をもちやすい、地元商店街に視点を当てたこと、②地理的分野や
総合的な学習の時間との関連を図ることで、30時間の単元を構成したこと、③地域に出掛け、フィールドワー
クや聞き取り調査など、自ら課題をつかみ、調べる学びを展開したこと、④家庭・地域と地域経済を視点に意見
交換し合う場を設定したこと、⑤評価規準を設定し、確実にみとっていったこと、が挙げられる。
　中学生にとって、金融や経済の学びは、生活経験が不十分で、興味・関心や実感がもてなかったり、専門用
語が難しく、苦手意識をもったりする傾向があった。そこで、金融や経済を身近に捉えられるよう、上記の①～
⑤を位置付けた。ここでは、特に②単元の構成を中心に述べる。地理的分野や総合的な学習の時間と関連を図り、
校外での学びや意見交換などを組み込んだことで、生徒の学ぶ意欲が継続したと言える。これは、生徒の様子
やワークシートの記入状況、意見交換やフィールドワークの様子からも判断できた。また、単元終了後のアンケー
トにおいて、フィールドワークや講演、意見交換などが学びを深めた、と回答する生徒が多くいた。生徒の振り
返りにも、「地域経済について自分なりの考えをもつことができた」や「今後提案したことを具体化するときどれ
くらいお金がかかるか調べてみたい」などの記述が見られ、関心の高まりが見られた。さらに、今後の消費の在
り方や地域経済を担う一員としての意識は、単元開始前より、大きくその数値が増加している。その根拠として
関係する地域との対話が大きく影響していた。これらのことから、生徒の実態や生活に即して単元を構成するこ
とは有効であると判断した。

５.今後の金融教育への展望
　金融教育を進めるに当たり、教師からは、専門用語が難しい、急激な社会や経済の変化に対応するのが難しい、
といった声を聞く。また、昨年度が金融教育元年と呼ばれるほど、金融教育は新しいものであって、教師にとっ
てもイメージしにくいものとなっている。そこで、身近な題材を扱ったり、体験や見学、専門家による支援など
の方法を講じることで、これらの課題をクリアできると考える。また、金融や経済の学びを、生徒の内面に向き
合うものとして扱うのか、基本的な概念を学ぶものとして扱うのかを、生徒の発達段階に応じて判断することで、
多様な学びが展開できると考える。例えば、中学校1年生の段階で、市場経済や消費、金融政策などを具体的
に理解させることは難しい。そこで、教科や総合的な学習の時間を活用し、お金の価値や意義、自分とのかか
わりを具体的に考えたり、体験したりすることで、意識を高めていくことが可能となる。そして、学びにつながり
や系統性をもたせていくことで金融教育の充実を図っていきたいと考える。
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６.おわりに
　先に述べたように、中学生の実態として、モノやお金を大事にしない、金融や経済に関心を示さない生徒が多い。
消費不況と言われる中で、生徒の消費活動は活発なようである。社会において、多くの企業は、どのように利益
を伸ばすか、どのようにコストダウンを図るか、に試行錯誤を繰り返しているのである。生徒たちも、いずれそ
の社会に出て働き、所得を得て生活することになる。そのときに、なくなったら買えばいいといった感覚をもっ
たまま社会に送り出すことは、家庭・学校・地域の責任であるととらえたい。「お金を愛するだけではお金持ちに
なれない。お金に愛されなければならない」というユダヤ人の諺がある。金融や経済への関心をもち、お金を大
切に扱う人間となってはじめてお金に愛されるのではないだろうか。そして、様々な経済活動に対して、自己責
任の下、合理的な意思決定をし、公正に判断できる人間を育てるために、今後も金融教育の推進に力を入れて
いきたい。
　本実践では、将来のことを考えて、現在できることや考えなくてはならないことを題材として扱った。様々な
課題や反省点もあったが、生徒が真剣に学びに取り組んでくれたこと、家庭や地域も参加し、共通理解が図ら
れたことが成果であった。地域への提案では、多くの地域の方や保護者も参観した。つまり、家庭や地域も、
金融教育に意義や価値を見いだしたり、理解を深めたりしたのではないかと考える。そして、生徒の今後の生活
や消費活動に際し、本実践の学びが生かされることを期待する。
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